
(57)【要約】

【課題】　ＣＤ、ＤＶＤの規格に基づいたデジタルデー

タの記録再生時に求められる反射率のスペックを満たす

多層光記録媒体を提供する。

【解決手段】　少なくとも第１の透明基板１２、ＨＤ層

１１、第２の透明基板２２、ＣＤ層２１が順次積層され

てなり、ＨＤ層１１には、第１の再生信号の波長に対し

て反射特性を有するとともに、第２の再生信号の波長に

対して透過特性を有し、かつ第１の透明基板１２より屈

折率が高い半透明膜３１が１層以上に亘り形成され、Ｃ

Ｄ層２１には、第２の再生信号の波長に対して反射特性

を有する金属膜２３が形成されてなり、さらに半透明膜

３１の膜厚の合計は、第２の再生信号の波長をλとし、

第１の透明基板の屈折率をｎとしたとき、α×ｍ×λ×

ｎ（但し、１．０≦α≦１．３であり、ｍは１以上の整

数であること）で表される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 第 １ の 透 明 基 板 、 第 １ の 情 報 記 録 層 、 第 ２ の 透 明 基 板 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 が
順 次 積 層 さ れ て な る 多 層 光 記 録 媒 体 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る と と も に
、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 透 過 特 性 を 有 し 、 か つ 上 記 第 １ の 透 明 基 板 よ り 屈 折 率 が
高 い 半 透 明 膜 が １ 層 以 上 に 亘 り 形 成 さ れ 、
　 上 記 第 ２ の 情 報 記 録 層 に は 、 上 記 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る 反 射
膜 が 形 成 さ れ て な り 、
　 さ ら に 上 記 半 透 明 膜 の 膜 厚 の 合 計 は 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 を λ と し 、 第 １ の 透 明 基 板
の 屈 折 率 を ｎ と し た と き 、 α × ｍ × λ × ｎ （ 但 し 、 １ ． ０ ≦ α ≦ １ ． ３ で あ り 、 ｍ は １ 以
上 の 整 数 で あ る こ と ） で 表 さ れ る こ と
　 を 特 徴 と す る 多 層 光 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 半 透 明 膜 の 膜 厚 の 合 計 は 、 ２ × α × λ × ｎ で 表 さ れ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 多 層 光 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 １ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す
る と と も に 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 ７ ８ ０ ｎ ｍ に 対 し て 透 過 特 性 を 有 す る 半 透 明 膜 が １ 層
以 上 に 亘 り 形 成 さ れ 、
　 上 記 第 ２ の 情 報 記 録 層 に は 、 上 記 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 ７ ８ ０ ｎ ｍ に 対 し て 反 射 特 性 を
有 す る 反 射 膜 が 形 成 さ れ て な る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 多 層 光 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 半 透 明 膜 は 、 Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 で 構 成 さ れ て な る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 多 層 光 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 第 １ の 透 明 基 板 、 第 １ の 情 報 記 録 層 、 第 ２ の 透 明 基 板 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 が
順 次 積 層 さ れ て な る 多 層 光 記 録 媒 体 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る と と も に
、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 透 過 特 性 を 有 し 、 か つ 上 記 第 １ の 透 明 基 板 よ り 屈 折 率 が
高 い 半 透 明 膜 が １ 層 以 上 に 亘 り 形 成 さ れ 、
　 上 記 第 ２ の 情 報 記 録 層 に は 、 上 記 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る 反 射
膜 が 形 成 さ れ て な り 、
　 上 記 半 透 明 膜 は 、 Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 層 ,Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ,Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 層 が 順 次 積 層 さ れ て な
り 、 上 記 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 は 、 ５ ｎ ｍ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 で 構 成 さ れ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 多 層 光 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 層 光 記 録 媒 体 に 関 し 、 特 に ２ 層 の 情 報 記 録 層 を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り １
枚 の デ ィ ス ク と し た 多 層 光 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 透 明 基 板 の 片 側 の 面 に 記 録 情 報 に 対 応 し た ピ ッ ト と 呼 ば れ る 微 小 な 窪 み を 形 成 し 、 透 明
基 板 を 通 し て 当 該 ピ ッ ト に レ ー ザ 光 の 焦 点 を 合 わ せ 、 レ ー ザ 光 の 反 射 光 量 の 変 化 に よ っ て
記 録 情 報 を 再 生 す る コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ ） が 従 来 に お い て 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｃ Ｄ は 、 厚 さ １ ． ２ ｍ ｍ の 透 明 基 板 上 に １ ． ６ μ ｍ の ト ラ ッ ク ピ ッ チ で 最 短 ピ ッ ト 長 ０
． ９ μ ｍ の ピ ッ ト 列 が 形 成 さ れ 、 約 ６ ５ ０ Ｍ バ イ ト の 記 録 容 量 を 有 し 、 音 楽 や 映 像 等 の デ
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ジ タ ル デ ー タ が 記 録 さ れ る 。 Ｃ Ｄ 規 格 に 準 拠 し た フ ォ ー マ ッ ト と し て 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ や 、
Ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ － Ｃ Ｄ 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 記 録 密 度 を Ｃ Ｄ よ り も 格 段 に 高 め た デ ィ ジ タ ル バ ー サ タ イ ル デ ィ ス ク （ Ｄ Ｖ Ｄ ）
が 開 発 さ れ 、 急 速 に 普 及 さ れ る に 至 っ て い る 。 Ｄ Ｖ Ｄ は 、 従 来 の 光 デ ィ ス ク よ り も 記 録 密
度 を 向 上 さ せ る べ く 、 情 報 を 記 録 す る た め の ピ ッ ト の 大 き さ を Ｃ Ｄ と 比 較 し て 半 径 方 向 、
円 周 方 向 と も に 半 分 弱 と し て い る 。 ま た 、 デ ィ ス ク の 反 り や 撓 み に よ る 再 生 信 号 品 質 の 劣
化 の 影 響 を 軽 減 さ せ る べ く 、 基 板 の 厚 さ を ０ ． ６ ｍ ｍ と し 、 機 械 的 強 度 を 向 上 さ せ る べ く
２ 枚 の 基 板 を 張 り 合 わ せ た 構 成 を 採 用 し て い る 。 こ の Ｄ Ｖ Ｄ に お い て は 、 ０ ． ７ ４ μ ｍ の
ト ラ ッ ク ピ ッ チ で 最 短 ピ ッ ト 長 ０ ． ４ μ ｍ の ピ ッ ト 列 が 形 成 さ れ 、 約 ５ Ｇ バ イ ト か ら 約 １
８ Ｇ バ イ ト の 記 録 容 量 を 有 し て お り 、 音 楽 や 映 像 等 の デ ジ タ ル デ ー タ が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ は 、 張 り 合 わ せ る 各 基 板 の 片 方 又 は 両 方 に 情 報 を 記 録 す る こ と が で き る 。 ま た 、
貼 り 合 わ せ る 各 基 板 の 片 方 又 は 両 方 に 多 層 の 情 報 領 域 を 設 け る こ と が で き る 。 即 ち 光 デ ィ
ス ク の 構 造 に つ い て は 、 １ 層 式 片 面 再 生 光 デ ィ ス ク 、 １ 層 式 両 面 再 生 光 デ ィ ス ク 、 多 層 式
片 面 再 生 光 デ ィ ス ク 及 び 多 層 式 両 面 再 生 光 デ ィ ス ク 等 、 多 岐 に 亘 る バ リ エ ー シ ョ ン が あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 に 近 年 に お い て 、 Σ Δ 変 調 （ シ グ マ ・ デ ル タ 変 調 ） を 用 い た １ ビ ッ ト オ ー デ ィ
オ 信 号 方 式 （ Ｄ Ｓ Ｄ ： Direct Stream Digital） を 利 用 し た 新 た な 音 楽 メ デ ィ ア で あ る ス
ー パ ー オ ー デ ィ オ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｓ Ａ Ｃ Ｄ ） が 開 発 さ れ 、 普 及 し つ つ あ る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の Ｄ Ｓ Ｄ 信 号 は 、 上 述 し た 従 来 の Ｃ Ｄ に 用 い ら れ て い る Ｐ Ｃ Ｍ 信
号 方 式 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 （ ４ ４ ． １ ｋ Ｈ ｚ ） の ６ ４ 倍 と い
っ た 高 速 な サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を 持 っ て お り 、 可 聴 周 波 数 を 超 え る 信 号 再 生 を 可 能 と し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の Ｓ Ａ Ｃ Ｄ の バ リ エ ー シ ョ ン と し て は 、 Ｓ Ａ Ｃ Ｄ 対 応 の 高 密 度 の 情 報 領 域 が 設 け ら れ
た 単 一 の Ｈ Ｄ 層 の み で 構 成 さ れ る シ ン グ ル レ イ ヤ ー デ ィ ス ク が あ る 。 ち な み に 、 こ の Ｈ Ｄ
層 に 記 録 さ れ る 情 報 は 音 楽 情 報 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 上 述 し た Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格
に 基 づ い た 映 像 等 の デ ジ タ ル デ ー タ を 記 録 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 他 の Ｓ Ａ Ｃ Ｄ の
バ リ エ ー シ ョ ン と し て は 、 Ｈ Ｄ 層 が ２ 層 に 亘 っ て 積 層 さ れ て な る デ ュ ア ル レ イ ヤ ー デ ィ ス
ク と 、 Ｈ Ｄ 層 並 び に 上 述 し た Ｃ Ｄ 規 格 に 準 拠 し た Ｃ Ｄ 層 が と も に １ 層 ず つ 積 層 さ れ る ハ イ
ブ リ ッ ド デ ィ ス ク が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｓ Ａ Ｃ Ｄ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス ク を 再 生 す る 場 合 に は 、 Ｃ Ｄ 層 を 通 常 の 開 口 率 ０
． ４ ５ の Ｃ Ｄ 用 ピ ッ ク ア ッ プ に よ り 波 長 ７ ８ ０ ｎ ｍ の レ ー ザ 光 を 用 い て 再 生 を 行 い 、 ま た
Ｈ Ｄ 層 を 開 口 率 ０ ． ６ の Ｈ Ｄ 用 ピ ッ ク ア ッ プ に よ り 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ の レ ー ザ 光 を 用 い て 再
生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ２ ０ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た Ｓ Ａ Ｃ Ｄ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス ク は 、 第 １ の 透 明 基 板 、 Ｈ Ｄ
層 、 第 ２ の 透 明 基 板 、 Ｃ Ｄ 層 が 順 次 積 層 さ れ て 構 成 さ れ 、 Ｈ Ｄ 層 に は 、 高 屈 折 率 の 半 透 明
膜 が 被 覆 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 実 際 に 用 い ら れ る 半 透 明 膜 に お い て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 に 基 づ い た デ ジ タ
ル デ ー タ を 記 録 又 は 再 生 す る 際 に 求 め ら れ る 反 射 率 の ス ペ ッ ク を 満 た す こ と が で き ず 、 Ｄ
Ｖ Ｄ デ ー タ の 安 定 し た 記 録 再 生 を 行 う こ と が 困 難 に な る 場 合 が 多 か っ た 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 に 鑑 み て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と
こ ろ は 、 Ｓ Ａ Ｃ Ｄ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス ク に お い て 、 Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 に 基 づ い
た デ ジ タ ル デ ー タ の 記 録 再 生 時 に 求 め ら れ る 反 射 率 の ス ペ ッ ク を 満 た す 多 層 光 記 録 媒 体 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 少 な く と も 第 １
の 透 明 基 板 、 第 １ の 情 報 記 録 層 、 第 ２ の 透 明 基 板 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 が 順 次 積 層 さ れ て な
る 多 層 光 記 録 媒 体 に お い て 、 第 １ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射
特 性 を 有 す る と と も に 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 透 過 特 性 を 有 し 、 か つ 第 １ の 透 明
基 板 よ り 屈 折 率 が 高 い 半 透 明 膜 が １ 層 以 上 に 亘 り 形 成 さ れ 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 ２
の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る 反 射 膜 が 形 成 さ れ て な り 、 さ ら に 半 透 明 膜 の
膜 厚 の 合 計 は 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 を λ と し 、 第 １ の 透 明 基 板 の 屈 折 率 を ｎ と し た と き
、 α × ｍ × λ × ｎ （ 但 し 、 １ ． ０ ≦ α ≦ １ ． ３ で あ り 、 ｍ は １ 以 上 の 整 数 で あ る こ と ） で
表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 少 な く と も 第 １
の 透 明 基 板 、 第 １ の 情 報 記 録 層 、 第 ２ の 透 明 基 板 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 が 順 次 積 層 さ れ て な
る 多 層 光 記 録 媒 体 に お い て 、 第 １ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射
特 性 を 有 す る と と も に 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 透 過 特 性 を 有 し 、 か つ 第 １ の 透 明
基 板 よ り 屈 折 率 が 高 い 半 透 明 膜 が １ 層 以 上 に 亘 り 形 成 さ れ 、 第 ２ の 情 報 記 録 層 に は 、 第 ２
の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 有 す る 反 射 膜 が 形 成 さ れ て な り 、 半 透 明 膜 は 、 Ｓ ｉ
－ Ｈ 化 合 物 層 ,Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ,Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 層 が 順 次 積 層 さ れ て な り 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 は 、 ５ ｎ
ｍ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 で 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 で は 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 を λ と し 、 第 １ の 透 明 基
板 の 屈 折 率 を ｎ と し た と き 、 半 透 明 膜 の 膜 厚 を α × ｍ × λ × ｎ （ 但 し 、 １ ． ０ ≦ α ≦ １ ．
３ で あ り 、 ｍ は １ 以 上 の 整 数 で あ る こ と ） と な る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｄ と Ｄ Ｖ
Ｄ の 双 方 の 規 格 に 基 づ い た デ ー タ を 再 生 す る 際 の 反 射 率 の ス ペ ッ ク が 満 た さ れ る こ と に な
り 、 Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ と も に 安 定 し た 再 生 動 作 が 実 現 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 に お い て は 、 ｍ ＝ ２ と し た 場 合 に お い て 、 Ｃ Ｄ 反
射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ の 許 容 誤 差 が よ り 大 き く な
る こ と か ら 、 よ り 大 き な 効 果 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と し て 、 Σ Δ 変 調 （ シ グ マ ・ デ ル タ 変 調 ） を
用 い た １ ビ ッ ト オ ー デ ィ オ 信 号 方 式 （ Ｄ Ｓ Ｄ ： Direct Stream Digital） を 利 用 す る ス ー
パ ー オ ー デ ィ オ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｓ Ａ Ｃ Ｄ ） と し て 適 用 さ れ る 多 層 光 記 録 媒 体 に つ き
、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 多 層 光 記 録 媒 体 １ は 、 例 え ば 図 １ (a)に 示 す よ う に Ｓ Ａ Ｃ Ｄ 対 応 の 高 密 度 の 情 報 領
域 が 設 け ら れ た Ｈ Ｄ 層 １ １ と 、 Ｃ Ｄ 規 格 に 準 拠 し た Ｃ Ｄ 層 ２ １ が と も に １ 層 ず つ 重 ね 合 わ
せ る こ と に よ り １ 枚 の デ ィ ス ク と し て 構 成 し た 、 い わ ゆ る ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ち な み に 、 こ の Ｈ Ｄ 層 １ １ は 、 Ｄ Ｓ Ｄ 信 号 に よ り 再 生 可 能 な 構 成 と さ れ て い る 。 こ の Ｄ
Ｓ Ｄ 信 号 は 、 Ｃ Ｄ 層 ２ １ に 対 し て 適 用 さ れ る Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 方 式 の デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ 信 号 の
サ ン プ リ ン グ 周 波 数 （ ４ ４ ． １ ｋ Ｈ ｚ ） の ６ ４ 倍 と い っ た 高 速 な サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を 持
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っ て お り 、 可 聴 周 波 数 を 超 え る 信 号 再 生 を 実 現 し 得 る 。 こ の Ｈ Ｄ 層 １ １ に 記 録 さ れ る 情 報
は 音 楽 情 報 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 上 述 し た Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 に 基 づ い た 映 像 等 の
デ ジ タ ル デ ー タ を 記 録 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｃ Ｄ 層 ２ １ は 、 Ｃ Ｄ 規 格 に 準 拠 し た 記 録 フ ォ ー マ ッ ト に よ り 情 報 が ピ ッ ト 列 と し て 記 録
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 Ｈ Ｄ 層 １ １ に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 再 生 す る た め の 再 生 信 号 を 第 １ の 再 生 信 号 と
し 、 Ｃ Ｄ 層 ２ １ に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 再 生 す る た め の 再 生 信 号 を 第 ２ の 再 生 信 号 と い う
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ (b)は 、 こ の 多 層 光 記 録 媒 体 １ の 断 面 を 示 し て い る 。 こ の 図 １ (b)に 示 す よ う に 、 多
層 光 記 録 媒 体 １ は 、 第 １ の 透 明 基 板 １ ２ か ら 順 に Ｈ Ｄ 層 １ １ ,半 透 明 膜 ３ １ ,第 ２ の 透 明 基
板 ２ ２ ,Ｃ Ｄ 層 ２ １ ,金 属 膜 ２ ３ が 積 層 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 透 明 基 板 １ ２ 並 び に 第 ２ の 透 明 基 板 ２ ２ は 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 ア ク
リ ル 樹 脂 、 ガ ラ ス 樹 脂 か ら な る 透 明 な 円 盤 状 の 基 板 で あ る 。 ま た 、 金 属 膜 ２ ３ は 、 第 ２ の
再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反 射 特 性 を 示 す 金 属 性 の 薄 膜 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 半 透 明 膜 ３ １ は 、 Ｈ Ｄ 層 １ １ 表 面 に 形 成 さ れ て な り 、 第 １ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 反
射 特 性 を 有 す る と と も に 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長 に 対 し て 透 過 特 性 を 有 す る 。 ま た 半 透 明
膜 ３ １ の 屈 折 率 は 、 第 １ の 透 明 基 板 １ ２ の 屈 折 率 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る 。 こ の 屈 折 率
は 、 ３ ． ０ 以 上 の 屈 折 率 で 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し く 、 ま た 吸 収 係 数 は 、 ０ ． ０ ５ 以 下 で
構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 半 透 明 膜 ３ １ は 、 例 え ば Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 で 構 成 し て も よ い 。 こ の Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 は
、 Ｓ ｉ に 対 し て 成 膜 中 に 水 素 ガ ス を 混 入 さ せ る こ と で 生 成 す る こ と が で き る 。 ち な み に 、
こ の 半 透 明 膜 ３ １ は 、 膜 厚 が ２ ０ ｎ ｍ 以 下 と な る よ う に 成 膜 さ れ る 場 合 が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 多 層 光 記 録 媒 体 １ の 、 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ に 対 す る Ｈ Ｄ 層
１ １ の 反 射 率 Ｒ Ｈ Ｄ 、 Ｃ Ｄ 層 ２ １ の 反 射 率 Ｒ Ｃ Ｄ の 関 係 を 図 ２ に 示 す 。 一 般 的 に 、 Ｓ Ａ Ｃ
Ｄ に お い て は 、 Ｃ Ｄ の 規 格 の デ ー タ を 再 生 す る 際 に 求 め ら れ る 反 射 率 の 規 格 （ ≧ ７ ０ ％ ：
以 下 、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 と い う ） を 満 た す と と も に 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 に 基 づ い た デ ジ タ ル デ ー
タ を 再 生 す る 際 に 求 め ら れ る 反 射 率 の 規 格 （ １ ８ ～ ３ ０ ％ ： 以 下 、 Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 と い
う ） を 満 た す こ と に よ り 、 安 定 し た 再 生 動 作 が 実 現 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 図 ２ に お い て 、 例 え ば 膜 厚 Ｔ ｈ を ２ ０ ｎ ｍ 付 近 に 設 定 し て お く こ と に よ り 、 上 述 の
如 き Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 、 Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 が 満 た さ れ る こ と が 分 か る 。 し か し な が ら
、 こ の 膜 厚 Ｔ ｈ を ２ ０ ｎ ｍ 付 近 に 設 定 す る 際 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 膜 厚 の 許 容 誤 差 範 囲
が 狭 い こ と か ら 、 僅 か な 膜 厚 Ｔ ｈ の ズ レ に 伴 い 、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 や Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 を 満
た さ な く な る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 こ の 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ を ２ ０ ｎ ｍ 付 近 に 設 定 す
る 場 合 に お い て 、 特 に Ｈ Ｄ 層 １ １ の 反 射 率 は ２ ５ ％ 以 下 と 非 常 に 低 い 値 で し か 実 現 で き な
い 。 こ の た め 、 実 際 に Ｓ Ａ Ｃ Ｄ に お い て は Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 に 基 づ い た デ ジ タ ル デ ー タ の 再 生
動 作 が 不 安 定 に な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 膜 厚 Ｔ ｈ を 徐 々 に 厚 く し て い く こ と に よ り 、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ
反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 が 周 期 的 に 存 在 す る こ と が 図 ２ よ り 伺 い 知 る こ と が
で き る 。 例 え ば 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ を １ １ ５ ｎ ｍ 付 近 に 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｈ Ｄ 層
１ １ か ら の 反 射 率 を 十 分 に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ を 更
に 厚 く す る こ と に よ り 、 例 え ば 膜 厚 Ｔ ｈ が ２ ２ ０ ～ ２ ３ ０ ｎ ｍ 付 近 に あ る 場 合 に お い て も
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、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 の 周 期 性 は 、 以 下
の よ う に 定 義 す る こ と が で き る 。 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 の 合 計 Ｗ は 、 第 ２ の 再 生 信 号 の 波 長
を λ と し 、 透 明 基 板 １ ２ の 屈 折 率 を ｎ と し た と き 、 α × ｍ × λ × ｎ （ 但 し 、 １ ． ０ ≦ α ≦
１ ． ３ で あ り 、 ｍ は １ 以 上 の 整 数 で あ る こ と ） で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 １ は 、 半 透 明 膜 ３ １ の 膜 厚 Ｗ を α × ｍ ×
λ × ｎ と な る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｄ と Ｄ Ｖ Ｄ の 双 方 の 規 格 に 基 づ い た デ ー タ を
再 生 す る 際 の 反 射 率 の ス ペ ッ ク が 満 た さ れ る こ と に な り 、 Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ と も に 安 定 し た 再
生 動 作 が 実 現 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 特 に 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 １ に お い て は 、 ｍ ＝ ２ と し た 場 合 に お い て 、 Ｃ Ｄ
反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ の 許 容 誤 差 が よ り 大 き く
な る こ と か ら 、 よ り 大 き な 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 １ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 半 透 明 膜 ４ １ を 複 数 層 で 構 成 し た 多 層 記 録 媒 体 ２ に 適 用 し て も よ い こ と は 勿 論 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 こ の 多 層 光 記 録 媒 体 ２ の 断 面 を 示 し て い る 。 こ の 図 ３ に お い て 、 上 述 し た 多 層
光 記 録 媒 体 １ と 同 一 の 構 成 要 素 、 部 材 に 関 し て は 、 同 一 の 番 号 を 付 す こ と に よ り こ こ で の
説 明 を 省 略 す る 。 多 層 光 記 録 媒 体 ２ は 、 第 １ の 透 明 基 板 １ ２ か ら 順 に Ｈ Ｄ 層 １ １ ,半 透 明
膜 ４ １ ,Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ , 半 透 明 膜 ４ １ ,第 ２ の 透 明 基 板 ２ ２ ,Ｃ Ｄ 層 ２ １ ,金 属 膜 ２ ３ が 積
層 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 半 透 明 膜 ４ １ は 、 Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 で 構 成 さ れ て な り 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ を 挟 む よ う に
し て ２ 層 で 構 成 さ れ る 。 半 透 明 膜 ４ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ は 、 こ の ２ 層 化 さ れ た Ｓ ｉ － Ｈ 化 合 物 で
構 成 さ れ る 膜 の 厚 さ を 加 算 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。 以 下 に 示 す 実 施 の 形 態 に お
い て は 、 こ の 半 透 明 膜 ４ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ を ２ 等 分 し て ２ 層 化 し た 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 を す
る が 、 か か る 場 合 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 い か な る 膜 厚 の 比 率 で ２ 層 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ は 、 こ れ ら ２ 層 で 構 成 さ れ る 半 透 明 膜 ４ １ 間 に お い て 約 ５ ｎ ｍ ～ ２ ０ ｎ
ｍ の 膜 厚 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 多 層 光 記 録 媒 体 ２ の 半 透 明 膜 ４ １ の 膜 厚 Ｔ ｈ に 対 す る Ｈ Ｄ 層 １
１ の 反 射 率 Ｒ Ｈ Ｄ 、 Ｃ Ｄ 層 ２ １ の 反 射 率 Ｒ Ｃ Ｄ の 関 係 を 図 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を ５ ｎ ｍ に 設 定 し た 場 合 に は 、 図 ４ (a)に 示 す よ う に 、 Ｃ
Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ が 周 期 的 に 存 在 す る こ
と が 分 か る 。 同 様 に Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を １ ０ ｎ ｍ に 設 定 し た 場 合 に は 、 図 ４ (b)に 示
す よ う に Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 が 周 期 的 に 存 在
し 、 特 に 膜 厚 Ｔ ｈ が １ １ ０ ～ １ ４ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に お い て 許 容 誤 差 範 囲 が 格 段 に 広 く な る こ
と が 分 か る 。 同 様 に Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を ２ ０ ｎ ｍ に 設 定 し た 場 合 に は 、 図 ４ (c)に 示
す よ う に Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 が 周 期 的 に 存 在
し 、 特 に 膜 厚 Ｔ ｈ が １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に お い て 許 容 誤 差 範 囲 が 比 較 的 広 く な る こ
と が 分 か る 。 即 ち 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を １ ０ ｎ ｍ と し た と き に 、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び
Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ の 許 容 誤 差 範 囲 が よ り 大 き く な り 、 Ｓ ｉ
Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を １ ０ ｎ ｍ よ り 増 加 さ せ る と 、 か か る 膜 厚 Ｔ ｈ の 許 容 誤 差 範 囲 が 小 さ く
な る 。 従 っ て 、 こ の Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 は 、 ほ ぼ 約 ５ ｎ ｍ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 で 構 成 さ
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れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ち な み に 、 こ の Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ は
、 ほ ぼ ｍ × ｎ × λ の 周 期 で 現 れ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 ２ は 、 半 透 明 膜 ４ １ の 間 に 積 層 さ せ る Ｓ ｉ
Ｏ ２ 層 ５ ２ の 膜 厚 を 約 ５ ｎ ｍ ～ ２ ０ ｎ ｍ で 構 成 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｄ 反 射 率 規 格 及 び Ｄ Ｖ
Ｄ 反 射 率 規 格 の 双 方 を 同 時 に 満 た す 膜 厚 Ｔ ｈ の 許 容 誤 差 範 囲 を 拡 大 さ せ る こ と が で き 、 製
造 工 程 に お け る 僅 か な 膜 厚 Ｔ ｈ の 誤 差 が 生 じ て も Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 安 定 し た 再 生 を 実 現 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 多 層 光 記 録 媒 体 の 半 透 明 膜 の 膜 厚 Ｔ ｈ に 対 す る Ｈ Ｄ 層 の 反 射 率 Ｒ Ｈ Ｄ 、 Ｃ Ｄ 層 の
反 射 率 Ｒ Ｃ Ｄ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 し た 多 層 光 記 録 媒 体 の 他 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｓ ｉ Ｏ ２ 層 を 設 け る 多 層 光 記 録 媒 体 の 半 透 明 膜 の 膜 厚 Ｔ ｈ に 対 す る Ｈ Ｄ 層 の 反 射
率 Ｒ Ｈ Ｄ 、 Ｃ Ｄ 層 の 反 射 率 Ｒ Ｃ Ｄ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 多 層 光 記 録 媒 体 、 １ １ 　 Ｈ Ｄ 層 、 １ ２ 　 第 １ の 透 明 基 板 、 ２ １ 　 Ｃ Ｄ 層 、 ２ ２ 　 第
２ の 透 明 基 板 、 ２ ３ 　 金 属 膜 、 ３ １ 　 半 透 明 膜
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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